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村
山
槐
多
の
文
章
「
坑
内
が
一
等
面
白
つ
た
」
、
挿
絵
四
点
、
関
連
写
真
一
枚 

  

●
出
典 

 

無
署
名
「
本
社
主
催
壮
快
旅
行
感
想
記
」
（
『
武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
、
武
侠
世
界
社
、
一
九
一

四
年
九
月
一
日
、
三
三
～
四
三
頁
、
目
次
で
は
執
筆
者
名
が
「
隊
員
一
同
」
に
な
っ
て
い
る
、
写
真
撮
影

者
不
明
［
本
稿
四
頁
参
照
］
、
村
山
槐
多
挿
絵
［
本
稿
三
頁
参
照
］
） 

   

●
寸
法 

 

三
三
頁
の
写
真 

五
・
九
五×

七
・
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

三
五
頁
の
挿
絵 

九
・
七
五×

九
・
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

三
七
頁
の
挿
絵 

九
・
〇
〇×

七
・
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

三
九
頁
の
挿
絵 

九
・
四
五×

約
八

（

註

）

・
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

四
一
頁
の
挿
絵 

八
・
七
五×

七
・
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 
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〔
註
〕 

こ
の
寸
法
を
「
約
」
と
し
た
の
は
、
測
り
に
く
い
た
め
正
確
で
な
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

   

●
解
説 

 

『
武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
に
、
「
本
社
主
催
壮
快
旅
行
感
想
記
」
と
い
う
題
の
下
に
二
十
一
人

の
文
章
が
載
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
遠
藤
盛
弥
「
人
間
は
倫
理
的
動
物
で
あ
る
」
（
三
三
～
三
四
頁

）、

冷
灰
「
旅
中
偶
成
」
（
三
四
頁

）、

森
岡
一
成
「
此
意
気
を
見
よ
！
」

（

註

一

）

（
三
五
頁

）、

小
島
靖
弘
「
遺
憾

千
万
な
り
」
（
三
五
～
三
六
頁

）、

鶴
岡
生
「
愉
快
に
且
つ
有
益
に
」
（
三
六
頁

）、

村
山
槐
多

（

註

二

）

「
坑
内

が
一
等
面
白
つ

マ

マ

た
」
（
三
六
頁

）、

榊
原
栄
一
「
最
も
愉
快
だ
つ
た
事
」
（
三
七
頁

）、

城
所
豊
蔵
「
僕

の
感
想
」
（
三
七
頁

）、

石
川
金
五
郎
「
僕
等
の
大
失
敗
」
（
三
七
～
三
八
頁

）、

太
田
孝
「
印
象
の
か

ず
〳
〵

マ

マ

」
（
三
八
頁

）、

民
徳
「
壮
快
旅
行
と
教
育
者
」
（
三
八
～
三
九
頁

）、

和
田
生
「
湖
畔
朝
飯
の

記
」
（
三
九
頁

）、

し
げ
を
「
狂
句
と
り
〴
〵
」
（
三
九
～
四
〇
頁

）、

西
川
独
居
子
「
一
行
の
健
児
諸

君
へ
」
（
四
〇
頁

）、

鶴
田
天
材
「
他
に
見
ら
れ
ぬ
旅
行
」
（
四
〇
頁

）、

東
條
旭
「
毎
年
挙
行
を
望

む
」
（
四
〇
～
四
一
頁

）、

太
田
忠
「
湖
上
の
清
遊
」
（
四
一
頁

）、

池
谷
生
「
永
久
に
紀
念
せ
ん
」

（
四
一
頁

）、

青
戸
如
風
「
三
国
同
盟
の
成
立
」
（
四
二
頁

）、

奥
村
二
秋
「
作
戦
計
画
滅
茶
滅
茶
」

（
四
二
頁

）、

松
本
芳
山
「
乗
り
お
く
れ
の
記
」
（
四
三
頁
）
で
あ
る
。 

こ
の
旅
行
に
つ
い
て
は
、
「
村
山
槐
多
の
関
連
写
真
二
枚

（「

本
社
主
催
壮
快
旅
行
」）」
に
お
い
て
詳

述
し
て
い
る

（

註

三

）

。
表
題
の
「
本
社
」
は
『
武
侠
世
界
』
の
発
行
所
で
あ
る
武
侠
世
界
社
の
こ
と
だ
ろ
う
。 
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四
点
の
挿
絵
の
作
者
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
も
「K

a
ita

」
と
い
う
サ
イ
ン
が
書
き
込
ま

れ
て
お
り
、
村
山
槐
多
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
ど
の
挿
絵
も
原
画
が
現
存
す
る
か
ど
う
か
は
不
明
で

あ
り
、
詳
細
な
制
作
時
期
も
分
か
ら
な
い
が
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
八
月
一
九
日
ま
で
に
は
描
か
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る

（

註

四

）

。 

三
五
頁
の
挿
絵
に
は
「
河
童

カ

ッ

パ

連
中
禅

（

註

五

）

寺
湖
に
泳
ぐ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
一
行
が
中
禅
寺
湖
で
泳
い
だ

際
の
こ
と
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
三
日
目
（
一
九
一
四
年
八
月
八
日
）
の
出
来
事

で
あ
る

（

註

六

）

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
挿
絵
は
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
八
月
八
日
か
ら
一
九
日
ま
で
の
間
に
描

か
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

三
七
頁
の
挿
絵
に
は
「
藤
村
操
の
と
び
こ
ん
だ
岩
（
華
厳

（

註

七

）

）」
、
三
九
頁
の
挿
絵
に
は
「
華
厳
滝
壺

（

註

八

）

」
と

書
か
れ
て
い
る
。
一
行
が
華
厳
の
滝
を
見
た
の
は
三
日
目
な
の
で

（

註

九

）

、
以
上
の
二
点
の
挿
絵
も
一
九
一
四

（
大
正
三
）
年
八
月
八
日
か
ら
一
九
日
ま
で
の
間
に
描
か
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
三
七
頁
の
挿
絵
の

中
央
に
描
か
れ
た
人
物
と
三
九
頁
の
挿
絵
の
右
端
か
ら
二
人
目
の
人
物
は
、
同
号
の
口
絵
に
載
っ
て
い
る

華
厳
の
滝
と
押
川
春
浪
の
写
真

（

註

一
〇

）

に
お
け
る
押
川
と
服
装
が
似
て
い
る
の
で
、
彼
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
だ

ろ
う
。 

四
一
頁
の
挿
絵
に
は
「
大
村
の
シ
ャ
ツ
臭
気
粉マ

マ

々
皆
々
に
げ
出
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
大
村
」
と

は
旅
行
の
参
加
者
で
あ
る
大
村
一
蔵
の
こ
と
だ
ろ
う
。
参
加
者
が
書
い
た
旅
行
記
と
感
想
文
の
中
に
大
村

の
シ
ャ
ツ
に
関
す
る
記
述
は
な
い
の
で
、
何
日
目
の
出
来
事
で
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
し
、
鶴

岡
生
（
鶴
岡
春
三
郎
）
の
感
想
文
の
中
に
「
汗
に
汚
れ
た
臭
い
に
ほ
ひ
を
残
し
つ
ゝ
、
一
同
は
溝
泥
の
中

か
ら
這
ひ
上
つ
た
や
う
な
風
体
を
し
て
進
ん
で
行
つ
た
。

（

註

一
一

）

」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
村
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
、
具
体
的
に
い
つ
の
こ
と
な
の
か
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
挿
絵
は
初
日
の
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
八
月
六
日
か
ら
一
九
日
ま
で
の
間
に
描
か
れ
た
と

考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。 
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三
三
頁
の
写
真
「
庚
申
山
「
見
晴
」
に
於
け
る
一
行
」
の
「
見
晴
」
と
は
、
庚
申
山
に
あ
る
天
下
見
晴

の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
参
加
者
が
書
い
た
旅
行
記
と
感
想
文
の
中
に
天
下
見
晴
へ
の
言
及
は

な
い
の
で
、
一
行
が
庚
申
山
に
い
た
初
日
（
一
九
一
四
年
八
月
六
日
）
か
二
日
目
（
七
日
）
に
撮
影
さ
れ

た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
写
真
の
撮
影
者
は
無
表
記
な
の
で
不
明
だ
が
、
も
し
か
し
た
ら
大
村
一
蔵
で

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

（

註

一
二

）

。
こ
の
写
真
に
は
槐
多
が
写
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
各
人
の
顔
が
見
え
に

く
い
の
で
、
実
際
に
写
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
も
し
写
っ
て
い
る
の
だ
と
し
て
も
、
ど
の

人
物
が
槐
多
で
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。 

   

執
筆
者
・
発
行
者 

植
田
智
晴 

二
〇
一
三
年
二
月
二
〇
日 

初
稿
発
行 

二
〇
一
三
年
六
月
二
二
日 

第
二
稿
発
行 

二
〇
二
三
年
一
二
月
一
七
日 

第
三
原
稿
発
行 
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こ
の

P
D

F

の
無
断
で
の
転
載
、
複
製
な
ど
は
禁
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 


